
～教育に携わる方々のための研修～

“生きる”を支える取組

空知総合振興局保健環境部深川地域保健室
【北海道深川保健所】
今川洋子



はじめに

• 北海道では、自殺者を一人でも減らすことが出来るよう、

平成21年度から「自殺予防ゲートキーパー研修」を実施。

• 平成24年度からは、『若者の自殺予防対策』として、

様々な取り組みを実施したので、その概要を報告します



保健所別自殺死亡率とSMR
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北海道における10歳代死亡者数と死亡者に占める自殺者の割合
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平成24年度
ゲートキーパー研修を教員対象にシフト





研修対象者とテーマ【本庁主催研修】
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当初の研修内容

講義名 講師

講演

「子どもは死をどのように受け止めているか

～子どもの死の概念～」

道立精神保健福祉センター 部長 上田敏彦

市立旭川病院 診療部長 武井 明 氏

基調講演・演習

「自殺予防教育の実践から

～教員としてできること～」

四天王寺学園小学校

カウンセラー 阪中順子 氏

講演

「教員自身のメンタルヘルスを保つには

～バーンアウトしないために～」

兵庫教育大学大学院 教授 新井 肇 氏

秋田大学大学院 准教授 佐々木久長 氏

道立精神保健福祉センター 所長 田邉 等





日常業務に活かせそうな主なこと①

具体的な危険因子を頭に入れてクラスを改めて見た時、心配だと思う子がいるこ

とに遅ればせながら気付いた。日常、指導で口にする言葉は自分中心に考えた言

葉であって相手の気持ちに添っているものではないことを改めて思い知らされた。

ロールプレイはとても良かった。

日常的に行なっているカウンセリング業務（教育相談担当）で良かったんだという

自信がつきました。

子どもの話が多かったのですが、大人も同じかなと思いました。職場の仲間を

一人にせず、みんなで考えたりできる職場にしたいと思いました。

体験型の研修Ok！！ 研修効果UP↑↑



日常業務に活かせそうな主なこと②
青木省三さんのページ、なんでもええＤＡＹしゃべろうＤＡＹ、高橋祥友さんのページなど…

コピーして職員の研修に使いたいし、意識の高い集団作りをしたいと思う。

阪中先生のお話を学校に戻ったら職員に伝えます。そして自身は高橋祥友先生の

「教師が生徒の自殺を未然に防いでいる…」の言葉に大変励まされました。

そもそも先生は、子どもたちに寄り添っている

沢山の人生からの学び。
どんなにどん底の子どもでも、いい大人に出逢うことで人生が変わるという確信！！

だけど、
1人で背負わ

ないことも
肝心



マスコミも
詰めかける
大きく報道



平成25年度
意見交換会の設置、指導資料作成へ



平成25年度 意見交換会の設置

• 基金の終了も予定されており、研修内容を改善し、地域に研修内容や研修システム
が根付く方策を考えるため「教育関係者向け自殺対策意見交換会を設置。

所 属 職 名 氏 名

四天王寺学園小学校 教諭・カウンセラー 阪中 順子

国立大学法人北海道教育大学札幌校保健管理センター 専任カウンセラー・准教授 三上 謙一

国立大学法人北海道教育大学釧路校 教授 安川 禎亮

学校教育局高校教育課普通教育指導G 主幹 河原 範毅

学校教育局参事（生徒指導・学校安全）
生徒指導・学校安全G

主査 行徳 義朗

学校教育局健康・体育課学校保健・体育G 指導主事 島瀬 史子

道立教育研究所研究・相談部 主査 廣瀨 一仁

道立精神保健福祉センター相談研究部 部長 上田 敏彦



意見交換会の主な意見
• 「外部のリソースよりも、毎日接しているのは教員。全ての教育活動の中で観察など
できるように、教育現場のスキルを高める」

• 「どの教科でもおかしいと思ったら気づける。何気なくできることが重要」

• 「ストレスマネジメントも必要」

• 「教員と地域の受け皿の支援者が一緒に学ぶことが有効」

• 「今教育現場の環境では、生きづらさを抱えた子どもいる」

• 「自殺に関連する取組では、マサチューセッツ州のACT（『Acknowledge（気づき）』
『Care（かかわり）』『Tell（つなぎ）』）最終ラインに精神科という対応がある」

• 「先生方にこれ以上の負担をかけることは困難」

「先生方の孤独」「最終的に自分達で抱え込んで辛い、過剰な負担を強いない」

教職員へ十分配慮することの重要性が出された。



指導資料の作成

• 道内津々浦々の教育関係者や地域の支援者に重要な知識やスキルを、

ムリムダムラ無くお伝えするために、3種類の指導資料（GK手帳、DVD、

研修手引書（虎の巻））を作成し活用を図りたい。

• 指導資料に何を盛り込むか：例えば、DVDに入れる内容は、

「教員と子ども」のロールプレイは大人が相談にのるのでよいが、

「子どもと子ども」のロールプレイは子ども同士で危機を抱えてしまう危惧があった。

しかし、大多数の子どもは子どもに相談するのが現実だ。

模擬研修を開催し、指導資料の有効性を確認する決断



模擬研修後の指導資料の評価

アンケート結果から

ＤＶＤは「教師と子ども」「子どもと子ども」ともに有効で、いずれも入れる。

リラックス法もとても好評

児童精神科医から

模擬研修の事例検討では、3日間家出した事例であったが、

地域資源まで議論されたグループが7グループ中1グループと非常に少ない。

地域のつなぎ先である保健師とともに学ぶ方が良い。

リラックス法も、教育関係者のみではなく、保健師と学ぶと有効

※ 3日間の家出をどう考えるのかとメンバー皆に投げかけ、リスク判断の甘さを指摘！！

手帳にも、どう判断し専門機関に相談するか入れた方が良い。

机の上の議論だ
けではなく、
実際の体験で
軌道修正する
ことが重要



ゲートキーパー手帳・虎の巻・DVD



一部
ご紹介



研修で活用で
きるよう、工
夫しました



















本当に大事なのは・・・

「自殺予防教育が小中高等学校のカリキュラムにしみこんでいく

（全国民への浸透）ことだと思います。」

との感想



平成26年度
指導資料を用いた研修と
保護者向け・子ども向けの資料作成



保護者及び児童生徒向けのハンドブックと
ポスターづくり・インターネット配信

目 的：全道の児童生徒の保護者が子どものSOSに気づき
適切な対応ができること
児童生徒が自分自身や友だちの気持ちに気づき、
援助希求行動ができること

配布先：道内の小学校・中学校・高等学校・高等養護学校・
市町村（教育委員会・保健部局）
インターネットで配信



作成部数・内容

区分 部数 内容

ハンド

ブック

児童・

生徒用
480,000

本人用：一人で悩んでいませんか？心が苦しくなるのはどんなとき？

そっとそばにいてくれる人がいたらどうでしょう、あきらめないで相談を

友だち用：友だちのSOSに気づいて、よりそい、うけとめて、信頼できる大人

につなげよう 本人・友だち共通：相談電話・情報入手方法など

保護者用 322,000
子どもたちの心の苦しさ、自殺の実態、SOSのサイン、話を聴くことと、話を

聴いてもらえる意味、ストレスマネジメント、伝えたい大切なこと等

電子書籍（CD） 60 ハンドブック内容（PDF・動画）

ポスター 3,000 ハンドブック内容・相談先の周知



大切なあなたに届けたい 大切な友だちを守るために



かけがえのない子どもたちのために
～ご家族や大人の方々へ～



子どもたちは
様々なことで

心が苦しくなることが
あります。



心のSOSには、どのようなサインがみられるでしょうか

どうしたんだ
ろう



なにかあったの？



話を聴くこと・話を聴いてもらえると



あなたのことが
大好きよ



子どもたちには支えが必要です。
その1人が『あなた』かもしれません。



子どもたちの自殺予防に取組むための
企画実践研修会

【研修プログラム】

講義・演習「子どもの自殺の実態・教員研修のポイント」、

事例検討2コース

講義「子ども向け自殺予防教育の企画のポイント」、

講義・演習「ストレスマネジメント教育と企画のポイント」

講義・演習「傾聴の実際と企画のポイント」

演習「校内研修企画」2コース

講義・演習「教員自身のメンタルヘルスを保つには」

企画の
ポイント



受講者・理解状況・感想

• 研修受講者は、校長・教頭、養護教諭、教諭、スクールカウンセラー、保健師等

• 実際に研修を企画する方が受講。

• 「死にたい」と子どもたちに相談された経験を、43％の受講者が体験。

• ほぼ全員が「良く理解できた」「まあまあ理解できた」と回答。

• 研修受講後の感想：「自殺は交通事故の６倍もいることを初めて知った」

「こころと身体に関係する呼吸法・動作法・ペアリラクゼーションはすぐにも実践した

い」等多数



「生きる取組」出前講座対象別受講数

区分
【児童生徒向け】
自殺予防教育

【教育関係者向け】
子どもの自殺予防

【教育関係者向け】
「リラックス法」

【教育関係者向け】
「カウンセリングマ

インドなど」

小学校 1校 5名 1校 15名

中学校 1校 121名 1校 30名程度

高等学校 3校 147名 5校 80名程度 1校 60名程度

特別支援学校 1校 40名程度 1校 100名程度

計 4校 268名 11校 330名程度



「生きる取組」出前講座研修前アンケート（4校） 重複回答

区分 計
家族・親戚を
なくす経験あり

自分を傷つ
けたことが

ある

死にたいと
思ったこと
がある

友だちに
「死にたい」
といわれたこ
とがある

その他に
心がくるし
くなること
がある

人数 268 111 51 76 69 86

割合 100％ 41.4％ 19.0％ 28.3％ 25.7％ 32.1％



「生きる取組」出前講座研修後アンケート

区分
計
※

新しく学んだこと いのちについて考えたか
いのちについ
て相談したい

たくさ
んあっ
た

少し
あった

あまり
なかっ
た

なかっ
た

よく
考えた

少し
考えた

あまり考
えなかっ

た

な
かっ
た

あり なし

人数 268 151 86 14 5 154 87 12 3 23 233

割合 100％ 56.3％ 32.1％ 5.2％ 1.9％ 57.5％ 32.5％ 4.5％ 1.8％ 8.6％ 86.9％

88.4％ 90％



「生きる取組」出前講座の意義

自殺願望を持つ子どもへの対応や知識を

校内全体で共有する貴重な機会に。

校内の教員が一緒に学ぶことが可能となり、

リスクの高い子どもに対し、チームで支えるきっかけに。

リスクの高い子どもを支えている教員の感想

「子どものために出前講座を依頼したが、

自分自身がエンパワーメントされた」



取り組みのポイント

• 知事部局（障がい者保健福祉課・精神保健福祉センター）北海道教育委員会が共催

講師や受講者など、人が繋がり好循環に

• ニーズを確認しながら段階的に様々な取組を実施。

お試しの研修 ⇒ 継続した研修会 ⇒ 意見交換会 ⇒ 模擬研修 ⇒ 指導資料の作成 ⇒

指導者研修会 ⇒ 保護者向け子ども向けの研修会 ⇒ 「生きる取組」出前講座

※「教えてもらう気持ちで、常に理解の途上にとどまり続ける」

• ３つ目は、伝え方：「手にとってみたい」「そばに置きたい」教材・ 居心地の良い研修会。

「伝える」ということ自体に、情報提供としてだけでなく、大切なケアの意味がある。

伝えられた内容を教員と子どもたちや家族がどのように受け取り、

どのように受け取れないか知ることで、その後のケアにつなげることができる。



• 本取り組みでは、教員対象としながらも、地域の支援者との出逢いも用意。

校長をはじめ、全ての教員やスクールカウンセラーなど様々な役職で一緒に学ぶ。

• リスクの高い子どもの影にはリスクの高い大人がいる。

地域の支援者も係わることで、家庭環境へのアプローチも可能に！！

• 家族が子どもに与えるストレスは、

友だちの対立や学校で起きる問題よりも遙かに大きい ことも明らか。

親にいえないこともある。



おわりに
めざしていることを共有 ＊ 「生き心地の良い町」の自殺予防因子

いろんな人がいてもよい ・ いろんな人がいたほうがよい

人物本位主義をつらぬく ・ どうせ自分なんてと考えない、

「病」は市に出せ ・ ゆるやかにつながる

自殺予防は、“生きる”ことを考える取組

どんなに追い詰められていても、人間の中には無限の可能性がある、

「ピンチをチャンスに」「幸せって何だっけ」



ご静聴有り難うございました


